
五 泉 警 察 署

　五泉警察署の速度等取締り重点

　五泉警察署の交差点関連違反（信号無視・一時不停止・横断歩行者妨害等）取締り重点

　過去３年間（2023年～2025年）の７月～９月期の 路線別・時間帯別 交通事故発生状況

規制速度

　　　　　※ 上記の他、学校周辺道路（30km/h規制）における速度取締りも計画的に実施します。

(主) 新津村松線、白根安田線 1０ ～ 1８ 全　線

五泉駅周辺及び村松地区

40～50 km/h

中川新～青橋  ※ 重点 村松地区

重点場所

　　　　　　※ 重点場所では交差点関連の事故や違反が多く見られます。　

7 ～ ８、  14 ～ 18

国道290号

★横断歩行者妨害・信号無視等の重大事故に直結する違反の取締りを継続的に実施します。

★上記重点路線のほか、通学時間帯・通学路における違反取締りも強化します。

　過去３年間（2023年～2025年）の７月～９月期の 事故類型別 交通事故発生状況

重点時間帯

令和 ８年 ７月

 1０ ～ 1８ 

区間

速　度　等　取　締　り　指　針（案）

40～60 km/h

重点路線 重点時間帯

5

8

18

6 国道

県道

市道

その他

五泉警察署管内における交通事故実態

▼ 路線別では、市道での交通事故の発生が全体の約半数
（約49％）を占めており、続いて県道が8件、国道290号
が5件となっています。
▼ 時間帯別では、全事故の約7割（約71％）が10時～18時
の間に発生しており、続いて6時～8時と20時～22時が３件
発生しています。

▼ 事故類型別では、車両相互の出会い頭事故や追突事故等
が全体の約半数(約52％)を占めています。
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令和８年中（５月末現在）の五泉署管内における交通事故の特徴

・ 人身交通事故の発生件数は17件(前年比-8件)、死者は0人(前年比-1人)、負傷者数
は20人（前年比-5人）で、そのうち重傷者数は5人（前年比±０）でした。
・ 高齢者事故は13件(前年比-4件)で、全体の約76％を占めています。県内の高齢者
事故の割合が約６割であることと比較して、五泉署管内における人身交通事故に占
める高齢者事故の割合が高くなっています。
高齢者事故13件のうち、11件が四輪車運転中の事故でした。

◯ 夏場は、開放感から飲酒運転が増加したり、体力的な疲労から居眠り運転が原因の交通事故

が多発する傾向にありますので、飲酒運転や速度違反の取締りを強化します。

◯ 昨年は、深夜・早朝に歩行中の高齢者が車両と衝突して死亡する事故が２件発生しました。

ドライバーに対し、天候の良い時期は深夜・早朝時間帯でも歩行者があるかもしれないことを

念頭に運転するよう注意を呼びかけると共に、歩行者のルール向上に向けた指導及び広報啓発

活動も併せて推進します。

◯ 歩行者事故の未然防止を目的として、交通事故多発時間帯に交差点や横断歩道で街頭指導

を実施し、警察官の姿を見せる活動を推進します。

その他の交通指導取締り要点

総数 37件


